
サイズの測り方

製品幅は5ｍｍ単位で製作できるので、窓枠内への取付けの際にサッシ枠がスリムでも、製品のすき間が少なく光漏れを 
軽減できます。サイズの測り方は以下の手順をご確認ください。

POINT

＊製品幅は5ｍｍ単位、製品高さは10ｍｍ単位での製作になります。
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［サイズの測り方］

・�幅・高さとも窓枠（幅❶～❸、高さ❹～❻）の外側を測定し、 
最も大きい寸法以上を製品サイズとしてご指定ください。※2

※1 窓枠内に取付ける（天井付け）場合、製品の製作寸法幅が5ｍｍ単位であっても、窓枠からの引き寸法は5ｍｍではありません。
　　生地やコード類が窓枠に干渉しないよう、幅は窓枠の内側寸法から10ｍｍ以上引いてください。

※2 製品が床までくる場合は、床に当たらないよう、高さは床面までの寸法から10ｍｍ以上引いてください。

・�幅は窓枠の上部（幅❶）、下部（幅❷）、中央部（幅❸）の3ヵ所の内側を 
測定し、最も小さい寸法から10ｍｍ以上※1引いてください。

・�高さは窓枠の左部（高さ❹）、右部（高さ❺）、中央部（高さ❻）の3ヵ所の 
内側を測定し、最も小さい寸法から10ｍｍ以上引いてください。

※幅❶：製品本体の取付け面 窓枠内に取付ける場合 （天井付け）  窓枠を覆う場合 （正面付け）

●カーテンボックスに取付ける場合

製品の高さはカーテンボックスの内側上部から測ってください。
カーテンボックスの寸法について、詳しくは各製品仕様ページ (デュオレ 65ページ、デュオレスリム 76ページ)をご覧ください。

生地幅寸法は製品幅寸法よりも小さくなり、右図のイラストのように
すき間ができますので採寸時にはご注意ください。
詳しい寸法は各製品の仕様をご確認ください。

デュオレ ……………… 65ページ
デュオレスリム ……… 75ページ
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生地幅寸法

最下降位置から、「採光」の状態にすると
ウェイトバーの高さが約30〜40mm上がります。
採寸の際はご注意ください。

全閉時 採光時ご注意

約30〜40mm
最下降位置
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■ サイズの測り方

サイズを測る前の注意点について

窓枠より50～100mm程度大きく。

窓枠にゆがみが
ないかを
確認しましょう。

家具やエアコンなどに
当たらないように注意。

製品が床までくる場合は、床に当たらな
いように10mm以上製品高さを小さく。

1. �窓枠内に取付けるとき（天井付け）は、 
窓枠のゆがみに注意してください。

2. �窓枠を覆うとき（正面付け）は、 
製品のまわりにある障害物等に注意してください。

注意

特に窓サイズが大きいときは、窓枠のゆがみに対してより注意が必要になります。

ゆがみのある窓枠へ製品を取付ける場合、ゆがみに合わせた製作寸法になっていないと、製品が窓枠に干渉し製品の昇降動作に 
不具合が生じる恐れがあります。製品の発注寸法を決める前に、窓枠のゆがみの有無を確認することをおすすめします。

窓枠のゆがみを考慮しない 
製作寸法にしたとき

窓枠のゆがみに合わせた
製作寸法にしたとき

主な窓枠のゆがみについて
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窓枠のゆがみの有無は、以下の手順で確認することができます。

①	取付ける窓枠の内側寸法（右図の幅●❶～対角●❽）を測ります。

	 ・幅●❸の測り方	 ：	�高さ●❹または高さ●❺の真ん中（1/2）の位置に印をつけて、 
その位置から寸法を測ってください。

	 ・高さ●❻の測り方	：	幅●❶または幅●❷の真ん中（1/2）の位置で寸法を測ってください。

②	�①で測った寸法から窓枠のゆがみの有無を確認します。 
｢幅●❶～●❸｣｢高さ●❹～●❻｣｢対角●❼～●❽｣それぞれで寸法の誤差がないことを 
確認してください。

	� 特に｢対角●❼～●❽｣で寸法の誤差がある場合は、ゆがみに合わせた製作寸法にしないと、 
製品の動作に不具合を生じる恐れがあります。 
最寄りの販売店等にご相談ください。

窓枠のゆがみを確認する方法
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